




研究目的 

 周産期死亡を減少させ,心身障害児の発生を防止するためには周産期の適切な医療がき

わめて重要である。最近 10 年余の周産期医療は著しく進歩し,豊富な胎児情報とそれにも

とづく妊娠,分娩管理極小未熟児や重篤な呼吸窮迫を伴った新生児の集中強化医療等が先

進的な施設では日常診療に積極的に取り入れられてきた。 

 このような胎児・新生児管理が必要な場合にいつでも受けられるためには,周産期医療は

個々の医療施設の医療内容の問題であるだけでなく,地域全体とじて取り上げられなけれ

ばならない。そこで我々はそれぞれの立場からハイ・リスク児の医療システムについて研

究し,システム化の方向を明らかにしたいと考えた。 


